
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 農地基盤工学研究領域 水田高度利用担当 

放射性物質に汚染された農地の除去工法 
 高濃度に汚染された農地において放射性物質は、表層2～3cmに集積していることから、この土壌層の
選択的な除去は客土や反転耕と異なり、確実な除染が期待できる。一方で、表層土の除去は大量の汚染
土壌が発生してしまう。特に、一般的な建設機械を使用した場合、剥ぎ取り厚さの制御が困難で、処理す
る土量や施工費の増加、または取り残しが発生する。そこで、厚さを2～3cm程度に制御し、かつ確実に
剥ぎ取る工法を開発した。 

●表層固化による剥ぎ取り● 

●油圧ショベルを用いた剥ぎ取り● 
 （ワイパー工法） 

 水田の多くは地面が軟弱で田面に稲
株や轍などの小さな凸凹が存在するた
め、大きな重機やレーザー制御の作業
機の使用は困難。そこで、油圧ショベル
の旋回機能を利用し、バケットを左右に
スイングして表層土を剥離する工法を
開発。 

●除染結果● 

 予備試験の結果、一般的な剥ぎ取り方法では、
剥ぎ取り厚5.3cmであったが、本工法では2.8cm

となり、処理土量は47％減量化。 

 福島県飯舘村伊丹沢地区の水田（10a区画）で
本工法を適用した結果、剥ぎ取り厚は3.0cm、処
理土量は32m3/10a、除染前後の放射性物質濃
度の低減率は82％と高い除染効果であった。 

バケットにバキュームの吸引ホースを接続させる改良を行い、剥ぎ取
りと同時に、バキューム車に汚染土が吸引さる工法を開発。より安全
性、確実性や施工性が向上。 

 固化剤を添加したスラリーを散布し、表層のみに浸透させることで
汚染土壌を固化し、確実性、施工性、安全性が向上。 

●降雨による流出や風による飛散を防止 

●汚染土壌は固化していない土壌と塑性が異なるため、容易に剥ぎ取れ、取り 

  残しが発生しにくい 

●固化剤によって汚染土壌が白色化しているため、目視で汚染土壌が分かり、 

  施工管理が容易 

●汚染土壌の粉塵巻き上げが起きにくく、施工時の安全が向上 

●本体は動かずにアームのみ動くため剥ぎ 

  取り厚さが安定 

●複数関節のアームによって、地面の凹凸 

  に応じた制御が可能 

●目視で剥ぎ取り厚さを確認しながら操作 

  できるため、施工管理が容易 
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表層固化との相乗効果 


